
「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」の申請期限は9月30日㈫まで
※期限後の申請は受け付けできません。今すぐご確認を！

■問　臨時福祉給付金　社会福祉課厚生班　☎（497）3482　　子育て世帯臨時特例給付金　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487
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安心で健康なまち
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ワークショップで出た意見をまとめている様子（桜台センター）

平成 26年
（2014 年）

⬆

　
市では、平成28年度からの新たなまちづくりの指針である「第5次総
合計画」と都市計画に関する基本方針である「都市マスタープラン」を
策定しているところです。
　計画の策定に当たり、市民のまちづくりに対する意向などを把握する
ため、「総合計画・都市マスタープラン勉強会」および「タウンミーティ
ング」を開催し、市の将来像についてワークショップを実施しました。
　皆さんからいただいたご意見は、第5次総合計画や都市マスタープラ
ンの策定に生かしていきます。
　ワークショップの主な意見は下表のとおりです。開催当日の資料や意
見の詳細は市ホームページや情報公開コーナーで閲覧できます。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

開催日：6月21日㈯・22日㈰
場所：保健福祉センター
参加人数：55人（2日間で）
テーマ：「10年後の白井市の望ましい将来像を描こう」

開催日：7月12日㈯・13日㈰・19日㈯
場所：各センター（6カ所）
参加人数：146人（各センター 6カ所合計）
テーマ：「10年後の白井市とこの地域の望ましい将来像を描こう」（地域および市全体）

　　　ワークショップの意見の概要

分野別【項目】 主な意見

①元気で暮らせる
まち
【健康・医療・福祉】

•仲間づくりができるまち（サロンの充
　実など）
•認知症予防ができるまち、認知症患者
　が快適にすごせるまち
•車いすでも気軽に出かけられるまち

②産業や経済が元
気なまち
【農・商・工業】

•遊休農地が有効活用されているまち
•「おいしい」「おしゃれ」「楽しさ」が
　あるまち
•高齢者が働けるしくみのあるまち

③子どもが元気に
育つまち
【子育て】

•自然の中で遊べるまち
•パパ、ママのコミュニティが充実した
　まち
•子育て相談ができるまち
•保育園の待機児童がゼロになるまち

④環境を大切にす
るまち
【環境】

•散策道などで自然・水辺の利活用がで
　きるまち
•森など自然環境を次世代へ残すことが
　できるまち
•エネルギー政策があるまち

⑤人と文化を育む
まち
【教育・生涯学習】

•共に生き、共に学ぶまち、偏見・差別
　のないまち
•文化や学びの世代間交流ができるまち
•小さくてもインターナショナルなまち

⑥安全で快適に暮
らせるまち
【都市・防災・防犯】

•緑と住居がうまく配置されているまち
•子どもの安全な通学路が確保されてい
　るまち
•災害弱者対策が整備されているまち

ワークショップの意見の概要
会場

（グループ数） 地域の将来像の主な意見 市全体の将来像の主な意見

冨士センター
（5）

•地域で一人暮らしの見守りができる地域
•防災公園のある地域
•雨水排水の整備で浸水のない安全な地域

【健康・医療・福祉関係】
•障がい者にやさしいまち
•健康寿命が長いまち
【農・商・工業関係】
•ナシやなし坊などのキャラクター、
　自

じねんじょ

然薯などのPRにより全国に知ら
　れるまち
•地産地消のまち
【子育て関係】
•働きながら子育てができるまち
•子育て前の子作りに注目したまち
【環境関係】
•里山などが残るまち
•生ごみの有効活用ができるまち
•エネルギーの地産地消ができるまち
【教育・生涯学習関係】
•文化・伝統を伝えられるまち
•各学校間の交流があるまち
【都市・防災・防犯関係】
•防犯に強いまち、防災拠点が分か
　るまち
•交通機関の利便性が高いまち
•空き家活用ができるまち
【その他】
•知識、経験のある市民の人材活用
　ができるまち
•自助、共助、公助のできるまち
•若者などみんなが定住するまち

西白井複合セ
ンター
（5）

•地区計画による質の高い住宅地であ
　る地域
•小学校を中心に役割をもって交流で
　きる地域
•世代間の交流の場がある地域

桜台センター
（3）

•若い人とのコミュニケーションがと
　れる地域
•農村地域と交流できる地域
•自治会の加入率が高い地域

白井コミュニ
ティセンター
（2）

•地域への愛着、消防団や地域の見守
　りの大切さをを子どもたちへ伝えら
　れる地域
•自治会加入率向上のためにバーベキュ
　ーなどみんなで楽しめるイベントがあ
　る地域

白井駅前セン
ター
（6）

•駅前が商業施設など魅力あり、活性
　化される地域
•コミュニティリーダーが育つ地域
•地域サロンなど男性参加が盛んな地域

公民センター
（4）

•地域と工業団地が交流できる地域
•交通の便がよい地域（市循環バス、
　民間路線バスなど）
•自然を生かした地域、ナシや野菜な
　どをPRできる地域　

総合計画・都市マスタープラン勉強会の概要 タウンミーティングの概要

総合計画・都市マスタープランの策定に向けて
～市のこれからのまちづくりについて意見をいただきました～

第 5次総合計画・都市マスタープラン策定　今後のスケジュール

　　　　　　 ◆勉強会、タウンミーティングのワー
クショップでいただいた意見などを反映した「第 5
次総合計画の基本構想」（将来像、基本理念、施策の
大綱、人口フレーム、土地利用）の素案を作成

　 ◆基本構想素案の報告会開催予定
             ◆パブリックコメント実施予定
※報告会、パブリックコメントの詳細日程について
は広報、市ホームページなどでお知らせします。

12 月
9 月～ 11 月



　
日
本
で
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
食
品
全
体
の
廃
棄

量
は
、
年
間
約
1
、
7
0
0
万
ト

ン
に
な
り
、
そ
の
う
ち
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
部
分
、

い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
年

間
約
5
0
0
〜
8
0
0
万
ト
ン
に

の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
日
本
の
コ
メ
の
年
間
収

穫
量
（
平
成
24
年
は
約
8
5
0
万

ト
ン
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
世
界
全

体
か
ら
飢
餓
に
苦
し
む
国
へ
の
食

糧
援
助
量
（
平
成
23
年
は
約
4
0

0
万
ト
ン
）
の
約
2
倍
の
量
に
な

り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
だ
け
で
日
本
全
体
で

年
間
約
2
0
0
〜
4
0
0
万
ト
ン

の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
お
り
、

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品

そ
の
量
は
ど
の
く
ら
い
？

そ
の
運
搬
や
焼
却
の
た
め
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
、
ご
み
処
理
経

費
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
方
法
を
参
考
に
、

食
品
ロ
ス
を
削
減
し
て
、
ご
み
や

処
理
経
費
の
削
減
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。

◆
食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
方
法

●
食
材
の
購
入
は
必
要
最
小
限
に

す
る

●
食
べ
残
し
を
し
な
い

●
用
意
す
る
量
は
食
べ
き
れ
る
分

に
す
る

●
食
材
を
有
効
に
使
う
「
エ
コ
ク

ッ
キ
ン
グ
」
を
実
践
す
る

●
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
を
正
し
く

理
解
し
、
無
用
な
廃
棄
を
し
な
い

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

⑤

行政改革実施計画目標額　　　　　　　　　　　（単位：千円）

取り組み内容
25年度
実績額

目標額
5カ年目標

（22～ 26年度）
26年度
計画

 1　市民との連携・協働
都市公園の管理委託等の検討 928 3,284 888

 2　市役所業務の内容・手法の転換
指定管理者制度の導入（2項目） 18,109 96,685 17,953
桜台小・中学校自校給食業務の民間委託 1,182 10,505 1,182
窓口業務等の外部委託導入の調査・研究 － ＊ ＊
電算業務の見直し 7,860 61,026 11,681
庁用車購入方法の見直し 644 2,240 935
小児生活習慣病検診対象者の見直し 13,294 55,515 10,719
白井運動公園陸上競技場第3種公認の更新の見直し － 36,015 －
健康文化都市評価事業の廃止 － 442 －
個別計画の見直し － ＊ ＊
庁舎等の清掃業務委託の見直し － － －
庁用車の燃料等契約の見直し 77 203 38
キャンプ場の廃止を含めた検討 2,348 1,839 2,394
スポーツ施設・公民館施設予約管理システムの見直し 11,507 26,197 10,094
事業仕分けの実施 △55,634 44,004 14,668
暮らしの便利帳の無料発刊 － 782 391

 3　組織・機構の見直し、定員管理の適正化
白井出張所の廃止 2,434 12,170 2,434
職員数の適正化 66,854 260,480 13,916
審議会等の見直し － － －

 4　財政運営の健全化
各種使用料、手数料の見直し － ＊ ＊
各学校体育館施設の電気料の徴収 － 500 500
補助金見直し基準の適正な運用 11,533 49,301 11,533
市単独扶助費の見直し 11,287 48,634 11,159
私立幼稚園就園奨励費補助金（市単独上乗せ補助）の廃止 14,310 75,610 15,000
市有地の有効利用の検討 1,883 7,021 1,762
公売の実施 13,760 40,698 10,000
教職員住宅の廃止・売却 － ＊ ＊
市有財産の有効活用 － ＊ ＊
自動販売機の目的外使用における納付金制度の導入 6,275 31,606 6,488
土地開発基金の見直し － ＊ ＊

合計 128,651 864,757 143,735
●表中の＊マークは、現在目標額が設定できない項目です。事業が進み、具体的に目標額が明
らかになった時に設定します。また△はマイナスを示します。
●上表のほか、財政的効果は見込んでいませんが「電子申請システムの導入」や「選挙投票事
務の電算化」など、サービス向上の取り組みも行います。
●事業仕分けの実施については、市民判定人および仕分け人の意見などを踏まえ事業の実施方
法、対象者、事業規模などについて見直しを行い、必要に応じ事業費の見直しを行った結果「地
域防災計画推進事業」や「省資源・省エネルギー推進事業」などの事業費が増加しているため、
実績額はマイナスとなっています。

　
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を

推
進
期
間
と
す
る
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
い
て
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
5
年
間
で
36
項
目
に
取
り
組
み
、

約
8
億
6
千
4
百
万
円
を
財
政
効
果
の
目
標
額
と

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
」

や
「
職
員
数
の
適
正
化
」
な
ど
に
よ
り
、
約
1
億

2
千
8
百
万
円
、
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
で
約
6
億

8
千
百
万
円
の
財
政
的
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
約
1
億
4
千
3
百
万
円
の
財

政
的
効
果
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
参
加
と
連
携
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
ス
リ

ム
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現
な
ど
の
た
め
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
一
層
の
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班

　
内
線
3
3
8
1
・

2 行
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況

行
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況

防 犯 講 演 会
　市と市自治連合会が共催で、増加する振り込め詐

さ ぎ

欺など
の生活に密接した犯罪を防止するため、防犯講演会を開催
します。
　防犯講習会では、防犯エンターテイメント集団「GIFT（ギ
フト）」による防犯マジックショーのほか、印西警察署の
警察官による市内の犯罪発生状況と振り込め詐欺について
の講話を行います。
　身近な防犯を楽しく学び、振り込め詐欺を防止しましょう。
日時　10月4日㈯　午前10時～ 11時30分
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住・在勤・在学者　150人（先着順・申し込み不要）
入場料　無料
講師　防犯エンターテイメント集団「GIFT」　高橋和也代
表、印西警察署
■問　市民安全課交通防犯班　内線3321

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
8
月
22
日
か
ら
29
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
エ
ダ
マ
メ
、
ピ
ー
マ
ン
、

メ
ロ
ン
、
ナ
ス
、
ゴ
ー
ヤ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
の
墓
地
使
用
者
を
募

集　
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
（
白
井

市
平
塚
7
5
9
番
地
）
に
返
還
さ
れ

た
、
墓
地
30
区
画
（
芝
生
墓
地
20
区

画
、
普
通
墓
地
10
区
画
）
を
再
公
募

し
ま
す
。

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

人●
申
込
者
が
松
戸
市
ま
た
は
白
井
市

に
1
年
以
上
（
平
成
25
年
10
月
11
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
こ
と

●
い
ま
だ
一
度
も
埋
蔵
し
た
こ
と
が

な
い
遺
骨
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

●
申
込
者
が
埋
蔵
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

●
申
込
者
が
祭さ
い
し祀
の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

※
申
し
込
み
は
資
格
者
1
人
に
つ
き

1
通
1
カ
所
の
み
と
し
、
複
数
の
区

画
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

申
・
問

　
専
用
の
申
込
書
（
9
月
29

日
㈪
か
ら
10
月
10
日
㈮
ま
で
松
戸
市

役
所
、
白
井
市
役
所
環
境
課
、
白
井

聖
地
公
園
管
理
事
務
所
で
配
布
し
ま

す
）
お
よ
び
返
信
用
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
10
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
で

〒
2
7
1
―
0
0
7
2

　
松
戸
市
竹

ケ
花
74
―
3

　
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

　
松
戸
市
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
管
理
班

　
☎
0
4
7
（
3
6

6
）
7
4
8
5
へ

※
申
し
込
み
時
に
、
住
民
票
な
ど
の

証
明
書
類
の
添
付
は
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
開
抽
選
に
よ
り
当
選
さ
れ

た
人
の
み
、
後
日
書
類
審
査
を
行
い

ま
す
。

特別職報酬等審議会委員を募集
　市では、市議会議員の報酬や政務調査費の額および
市長、副市長の給料の額について審議を行う、特別職
報酬等審議会委員を募集します。
対象　市内在住の20歳以上の人で、平日の会議に出席
できる人　3人
※選考基準により選考します。
任期　委嘱日より2年間
※委嘱は10月下旬頃を予定しています。
報酬　会議1回　6,600円
■申・■問　所定の申込書（総務課、各センター、市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入の上、30日㈫
までに郵送（必着）、Ｅメールまたは直接総務課人事班
内線3314・5・{ soumu@city.shiroi.chiba.jpへ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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そ
の
メ
ー
ル

本
当
に
そ
の
サ
イ
ト
の
求
人
で
す
か
？

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
182

Q
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
在
宅

で
で
き
る
仕
事
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
高
額
な
収
入
が
得
ら
れ
る

と
す
る
求
人
広
告
が
あ
っ
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
購
入
す
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
丈

夫
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
最
近
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
「
求
人
募
集
」
を
う
た
い

な
が
ら
、
実
際
は
金
銭
を
だ
ま
し

取
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
「
デ
ー
タ
入
力
の

お
仕
事
で
す
」「
主
婦
に
大
人
気

の
内
職
で
す
」
と
広
告
し
な
が
ら
、

業
務
に
必
要
な
ど
と
し
て
高
額
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
購
入
さ
せ
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
、
結
局

仕
事
は
提
供
さ
れ
な
い
、
あ
る
い

は
仕
事
を
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
収

入
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
特
に
「
20
人
限
定
！
」「
締

め
切
り
間
近
」
と
い
っ
た
広
告
で

申
し
込
み
意
欲
を
あ
お
る
も
の
に

は
要
注
意
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
「
希
望
の
場
所
と
時

間
で
O
K
」
と
い
っ
た
広
告
を
み

て
、
申
し
込
み
を
し
た
ら
「
登
録

料
」
と
称
し
、
業
者
か
ら
高
額
な

費
用
の
振
り
込
み
を
強
要
さ
れ
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
男
性
（
女
性
）
と
メ
ー

ル
の
や
り
と
り
を
す
る
だ
け
」
と

記
載
さ
れ
た
求
人
で
は
、
メ
ー
ル

送
信
な
ど
で
申
し
込
み
し
た
だ
け

で
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
さ

れ
、
メ
ー
ル
の
交
換
を
行
う
と
課

金
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

結
局
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
支
払

い
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
求
人
を
装
っ
た
悪

質
な
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
で
は
「
成

功
談
」
を
織
り
交
ぜ
、
あ
た
か
も

簡
単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
る
か
の

よ
う
な
文
言
が
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
物

品
販
売
や
登
録
料
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　「
求
人
サ
イ
ト
な
の
に
何
か
の

購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
」「
一

般
的
な
求
人
よ
り
も
著
し
く
高
額

な
収
入
を
掲
げ
て
い
る
」
な
ど
の

場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
や

す
く
な
る
の
で
、
安
易
に
飛
び
付

か
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

総
合
計
画
審
議
会
委
員

を
委
嘱

　
長
期
的
経
営
計
画
と
し
て
の
役
割

が
あ
る
市
総
合
計
画
の
策
定
（
平
成

28
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
5
次
総
合

計
画
）
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
・
審
議
す

る
こ
と
や
、
現
計
画
の
推
進
状
況
な

ど
に
つ
い
て
市
長
へ
意
見
を
す
る
総

合
計
画
審
議
会
委
員
15
人
を
8
月
1

日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
3
年
間
で
、
委
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

総
合
計
画
審
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

高
尾
公
矢
（
会
長
）、平
川
正
之
（
副

会
長
）  

、
市
川
温
子
、
山
岸
秀
之
、

小
林
信
章
、
山
崎
康
夫
、
助
友
裕
子
、

辻
川
毅
、
遠
藤
薫
、
関
谷
昇
、
竹
内

正
一
、
松
本
千
代
子
、
林
榮
造
、
山

口
善
弘
、
亀
川
香

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
1
・
3

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
、
子

ど
も
広
場
で
の
切
符
販
売
や
入
場
者

の
整
理
、
舞
台
で
の
進
行
補
助
や
人

員
整
理
な
ど
、
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

対
象

　
高
校
生
以
上

申
・
問

　
10
月
3
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
商
工
会
内
）
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
へ

「飼い主のいない猫」への取り組み
　
最
近
「
猫
が
捨
て
ら
れ
て
困
る
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
猫
は
繁
殖
力
が
強
く
、
何
も
し
な
け
れ
ば

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
は
増
え
る
一
方
で

す
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
次
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
飼
っ
て
い
る
猫
を
捨
て
な
い

　
猫
に
限
ら
ず
、
ペ
ッ
ト
は
生
涯
飼
い
続
け

る
こ
と
が
、
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
が
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
千

葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
4
7
6

（
9
3
）
5
7
1
1
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
次
の
と
お
り
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
動
物
を
虐
待
し
ま
た
は
遺
棄
し
た
者
は
、

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

●
動
物
を
み
だ
り
に
傷
つ
け
た
り
ま
た
は
殺

し
た
者
は
、
2
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
2
0

0
万
円
以
下
の
罰
金

※
動
物
の
虐
待
や
遺
棄
な
ど
の
行
為
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
7
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
よ
り
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な

い　
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
、
繁
殖
を

制
限
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

◆
「
地
域
猫
活
動
」
へ
の
理
解
・
協
力
を

【「
地
域
猫
活
動
」
と
は
】

　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
猫
の
餌
や
排
泄
物
の
管
理
、

不
妊
・
去
勢
手
術
や
周
辺
美
化
な
ど
、
地
域

の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
適
正
管
理
し
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
数
を
増
や
さ
ず
「
一
代
限
り

の
生
」
を
全
う
さ
せ
る
た
め
の
活
動
の
こ
と

で
す
。

　
市
内
の
「
地
域
猫
活
動
」
は
、
動
物
愛
護

団
体
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
地
域
ね
こ
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
人
へ

　
善
意
か
ら
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
餌

を
与
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
野
良
猫
が
子
猫

を
産
み
、
更
に
野
良
猫
が
増
え
る
と
い
う
悪

循
環
に
陥
り
、
近
所
の
庭
や
ご
み
を
荒
ら
し

た
り
、
排
泄
を
庭
に
し
た
り
な
ど
、
近
所
迷

惑
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
野
良
猫
に
は
必
ず
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行

い
、
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る

●
餌
や
り
場
は
、
地
域
住
民
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
場
所
に
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
与
え
る

●
野
良
猫
用
の
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
排
泄
物

の
処
理
は
こ
ま
め
に
行
う

●
置
き
餌
は
せ
ず
、
餌
や
り
場
は
清
潔
に
し
、

ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発
生
を
防
止
す
る

●
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
、
周
辺
住
民
の
理

解
を
得
る
努
力
を
す
る

●
人
と
猫
が
地
域
で
共
存
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
で
ル
ー
ル
を
作
る

●
野
良
猫
を
「
家
猫
」
と
し
て
飼
っ
て
く
れ

る
里
親
を
み
つ
け
る

●
一
人
で
悩
ま
ず
、
活
動
に
理
解
し
て
く
れ

る
仲
間
を
増
や
す

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3
2
7
6
・

7

秋の全国交通安全運動
～身につけた？　ルールとマナーと　反射材～
　9月21日㈰から30日㈫までは「秋の全
国交通安全運動」です。
　秋の行楽シーズンを迎え、人と車の動
きが活発になることや日没時間が早まる
ため、夕暮れ時における事故の発生が懸
念されます。
　9月30日は「交通事故死ゼロを目指す
日」です。
　交通ルールと交通マナーを守り事故防止に努め、夕暮れ時
以降外出するときは、なるべく明るい服装などを着用し、身
の回り品は反射材などの利用を心がけましょう。
【交通安全運動の重点目標】
●子どもと高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着
用の徹底
●飲酒運転の根絶

　市では、下図の区間で道路の舗装修繕工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導員
を配置した上で交通規制を行います。
期間　10月上旬～ 11月下旬
交通規制区間　下図の■部分（車両片側交互通行）
■問　道路課維持管理班　内線3217

舗装修繕工事を行います

大山口中学校

(専)中央自動車
大学校

コンビニエンス
ストア

ガソリン
スタンド

「秋の全国交通安全運動」出動式を行います

■問　市民安全課交通防犯班　内線3322

　秋の全国交通安全運動に伴い出動式を開催します。
　出動式では、千葉県警察音楽隊の演奏、パトカーや消防車
など「はたらくくるま」の展示、反射材等安全用品の配布を
行います。また「こども制服」を着用しての記念撮影や、市
のマスコットキャラクター「なし坊」のほか印西警察管内の
キャラクターたちとも触れ合えます。
日時　9月20日㈯　午後2時～ 3時30分（雨天中止）
場所　白井市役所駐車場

委嘱を受ける委員

昨年の様子

大
松
↓

↑
柏

清水口→

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

横断歩道を渡りましょう
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9
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」
で
す
。

ま
た
本
日
か
ら
21
日
㈰
ま
で
は
「
老

人
週
間
」
で
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
身
近
な
と
こ

ろ
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
た

り
、
高
齢
期
の
あ
り
方
に
関
心
を
寄

せ
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
高
齢
化
状
況

　
7
月
末
日
現
在
で
市
内
に
在
住
す

る
95
歳
以
上
の
人
は
87
人
（
男
13
人
、

女
74
人
）  

、
65
歳
以
上
の
人
は
1
3
、

6
2
6
人
で
す
。
市
内
人
口
に
対
す

る
65
歳
以
上
の
人
の
比
率
（
高
齢
化

率
）
は
21
・
8
㌫
で
、
昨
年
度
よ
り

1
・
4
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

米
寿
・
1
0
0
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品
を

贈
呈
し
ま
す

　
市
で
は
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
る
大
正
15
年
生
ま
れ
の
人
と
大
正

4
年
3
月
以
前
に
生
ま
れ
た
1
0
0

歳
以
上
の
人
に
対
し
、
祝
い
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
祝
い
品
は
老
人
週
間
に
民
生
委
員

か
ら
贈
呈
し
ま
す
。

老
人
週
間
が
掲
げ
る

　

　
　
　
　
6
つ
の
目
標

　
老
人
週
間
は
、
家
庭
や
地
域
な
ど

で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
な
が

ら
、
高
齢
者
自
ら
が
高
齢
期
の
あ
り

方
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
を
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、

内
閣
府
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
老

人
の
日
・
老
人
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

奥澤整形外科医院　奥澤昌一郎医師
●先生の専門分野を教えてください
　整形外科の専門医で、脊椎・脊髄病医の認定
も受けています。大学を卒業後、先輩に誘われ
て整形外科の道に進んだのですが、中学生の時
にスキーで骨折をしまして、その時治療してい
ただいた先生の、職人技ともいうべき手際の良
さに感動したことも、整形外科医になった理由
の一つだと思います。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　医院には整形外科の患者さんだけでなく、内
科や他科の疾患をお持ちの患者さんも来院され

ます。「遠くの病院や何か所も受診するのが大変」とのことで、同時に診療をさせ
ていただくことも増えてきました。そのような方たちの役に立てる「整形外科に詳
しいかかりつけ医」でありたいと思っています。
　診療の際は、関節の模型やイラストなどを使って、できるだけ詳しく分かりやす
く説明するように心がけていますが、細かすぎて逆に混乱させてしまうこともある
ようなので注意するようにしています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　旅行が好きなので、以前はよく出かけていましたが、最近はなかなか行けません。
近郊で買い物や食事をしたり、時々庭の手入れをしたりすることもあります。
●患者さんへのメッセージをお願いします
　「冷湿布」と「温湿布」のどちらを使ったらいいか悩んだことはありませんか。
簡単に言うと、ぎっくり腰・打撲・ねんざなどの急性の痛みには冷湿布を、肩こり
や慢性の腰痛などには温湿布を使う方が効果的とされています。実際には、湿布で
皮膚の温度はさほど変わりませんので、患部が熱を持っているときには氷などでよ
く冷やし、温めたいときにはカイロや温タオルなどを使用すると良いでしょう。夜
間や休日などに痛みがあり困ったときには、このように手当てしていただき、痛み
が続くようであれば、できるだけ早く医療機関を受診するようにしてください。

奥澤整形外科医院　復1589 ー 1　☎（491）8260

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

が
目
指
す
6
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

①
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
、
保
健
・
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ
れ
あ

い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力
を

い
か
し
た
、
就
労
・
社
会
参
加
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う
。

③
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
。

④
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
認
知

症
高
齢
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方
や
介

護
問
題
等
を
み
ん
な
で
考
え
、
高
齢

者
や
介
護
者
を
支
え
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
よ
う
。

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地
域

社
会
等
の
役
割
を
理
解
し
、
お
互
い

に
協
力
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を

つ
く
ろ
う
。

⑥
減
災
や
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
関

心
を
も
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
の

つ
な
が
り
を
築
こ
う
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

〜
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
　
　
　
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
〜

特
定
健
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
市
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を

対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
特
定

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
腹
回

り
や
血
圧
、
血
液
デ
ー
タ
の
値
で
簡

単
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
早
期

に
発
見
し
て
食
生
活
な
ど
の
習
慣
を

見
直
す
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
市
の
特
定
健
診
受

診
率
は
39
・
7
㌫
で
し
た
。
健
診
を

受
け
て
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
、

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
将
来
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

ま
ず
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
場
所

　
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間

　
午
前
8
時
〜
11
時

持
ち
物

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
問
診
票
、
ス
リ
ッ
パ
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
以
外
で
受
診
す
る
人
の

み
）

※
問
診
票
は
、
該
当
者
に
6
月
上
旬

に
送
付
済
み
で
す
。

受
診
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
が
必
要
な
場
合

　
平
成
26
年
5
月
か
ら
9
月
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
は
問

診
票
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
直

接
保
険
年
金
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
者
（
事
業
主
な
ど
）
に
直
接
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ほ
か
の
健
診
を
受
診
し
た
場
合

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
血
液
検
査
や
尿
検
査

を
含
む
健
診
を
既
に
受
け
た
人
は
、

結
果
の
写
し
と
記
入
し
た
問
診
票
を

保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
健
診
を
受
け
た
場
合
と
同
様
に
、

市
の
結
果
相
談
会
や
講
座
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
、
肺

が
ん
・
結
核
検
診
も
同

時
実
施
し
て
い
ま
す

　
後
期
高
齢
者
健
診
は
申
し
込
み
制

で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
人
で
健
診
を
希
望
し
、

問
診
票
が
手
元
に
な
い
人
は
健
康
課

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
す
。
受
診
を
希
望

す
る
人
は
、
6
月
に
送
付
し
た
問
診

票
（
紫
色
紙
）
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
6
・
7
月
に
既
に
受
診
し
た
人
は
、

再
度
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

内
線
3
1
8
0
、
健
康
課
保
健
予
防

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

特定健診、後期高齢者健診、肺がん・結核健診　日程表
日程 場所

9月24日㈬ 冨士センター

9月25日㈭、26日㈮、28日㈰、29日㈪、
30日㈫
10月2日㈭、5日㈰、6日㈪、7日㈫、
8日㈬

保健福祉センター

10月1日㈬ 桜台センター
11月11日㈫、12日㈬ 西白井複合センター

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
気
軽
に
楽
し
く
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
『
い
っ
ぽ
い
っ

ぽ
』」
と
の
交
流
タ
イ
ム
も
あ
る
の

で
、
出
産
予
定
日
の
近
い
妊
婦
さ
ん

だ
け
で
な
く
先
輩
マ
マ
と
も
話
が
で

き
ま
す
。

日
時
　
10
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
45
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
「
い
っ

ぽ
い
っ
ぽ
」

　
子
育
て
中
の
親
子
が
、
気
軽
に
参

加
で
き
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
で
き

る
場
で
す
。
子
育
て
仲
間
の
輪
を
広

げ
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

　
10
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
10
時

15
分
〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月
ま
で

の
乳
児
と
そ
の
家
族

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
　
　

　
　
　
　
　
2
0
1
4

　
昨
年
度
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本

実
業
団
選
抜
大
会
で
優
勝
し
た
「
千

葉
ゼ
ル
バ
」
の
選
手
の
皆
さ
ん
を
メ

イ
ン
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
握
手
会
や
写

真
会
、
選
手
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
腕
相
撲
1
0
0
本
勝
負

も
行
い
ま
す
。
毎
年
好
評
の
「
フ
ェ

イ
ス
ペ
イ
ン
ト
」
や
、
寄
せ
植
え
体

験
、
さ
ま
ざ
ま
な
屋
台
の
出
店
や
子

ど
も
が
楽
し
く
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
開
催
し
ま
す
。

　
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
し
坊
」

や
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
チ
ー
バ
く

ん
」
も
遊
び
に
き
ま
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈷
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所

　
白
井
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
南
山
）

問
　
白
井
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
4
0
1
）
0
6
2
1

奥澤昌一郎医師

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

千葉ゼルバの選手の皆さん
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伝
わ
る
文
書
群
で
、
4
4
1
点
あ
り

ま
す
。
な
か
で
も
慶
長
7
年
（
1
6

0
2
）
の
水
帳
は
「
白
井
」
と
い
う

地
名
を
記
録
し
た
最
古
級
の
史
料
で

す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

就
学
時
（
小
学
校
入
学

前
）
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
21
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
下
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
上
旬
に
通
知
の

は
が
き
を
郵
送
す
る
の
で
、
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今
後
入
学

ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転
出
を
予

定
し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由
で
指
定

日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
、

上
履
き
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
来
校
す
る
際
に
は
、
自
転
車
や
徒

就学時（小学校入学前）健康診断　日程表

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小学校  11月11日㈫ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小学校  11月19日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:00

白井第三小学校  11月4日㈫ 12:35 ～ 13:15 16:00

大山口小学校  11月11日㈫ 12:30 ～ 12:50 15:30

清水口小学校  11月14日㈮ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小学校  10月29日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

七次台小学校  11月18日㈫ 12:45 ～ 13:00 16:00

池の上小学校  11月13日㈭ 13:10 ～ 13:20 15:45

桜台小学校  11月19日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

※終了時刻は、受診人数などによって変わる場合があります。

「
な
る
ほ
ど
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ン
」

　
返
却
さ
れ
た
本
な
ど
を
元
の
位

置
に
戻
す
配
架
作
業
や
書
庫
の
見

学
、
本
に
カ
バ
ー
を
か
け
る
「
ブ

ッ
ク
コ
ー
ト
か
け
」
の
体
験
な
ど

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
10
月
8
日
㈬
・
9
日
㈭
・

10
日
㈮

時
間

　
午
前
の
回

　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
の
回
　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
各
回
5

人
（
申
し
込
み
順
）

図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

申
　
9
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
直
接

図
書
館
へ

「
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
募
集

　
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
図
書
館

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。

　
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
指
定

の
用
紙
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
図
書
館
内
に
掲
示
し

ま
す
。

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
1
人
1
枚
で
お

願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
9
月
16
日
㈫
〜
30
日
㈫

掲
示
期
間
　
10
月
7
日
㈫
〜
12
日
㈰

問
　
図
書
館

　
☎
（
4
9
2
）
1

1
2
2

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4―2―3 （491）0982
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253
生涯学習課スポーツ振興班 内線　3435

市
指
定
文
化
財
を
指
定

し
ま
し
た

　
文
化
財
を
現
在
に
生
か
し
な
が
ら

未
来
に
伝
え
る
た
め
、
市
で
は
、
指

定
文
化
財
を
指
定
し
、
保
護
・
活
用

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
2
日
付
で
「
木
所
沢
中
村
家

文
書
」
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
は
広
報
し
ろ
い
で
連
載
中

の「
歴
史
の
し
ず
く
」で
紹
介
し
ま
す
。

◆
木
所
沢
中
村
家
文
書
（
有
形
文
化

財
・
歴
史
資
料
）

　
江
戸
時
代
に
名
主
を
務
め
た
白
井

市
木
の
所
沢
地
区
に
あ
る
中
村
家
に

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
大
会

で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
10
月
27
日
㈪

場
所
　
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
総
武
コ
ー
ス
（
印
西
市
）

※
27
ホ
ー
ル
使
用
し
て
プ
レ
ー

を
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　

2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法
　
新
ぺ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
費

　
1
5
、5
0
0
円

（
歩
き
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、

昼
食
付
き
）

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞

品
代
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

申
・
問

　
9
月
22
日
㈪
か
ら

歩
で
の
来
校
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線
3

4
2
6

10
月
3
日
㈮
ま
で
に
左
表
の

各
申
込
先
ま
た
は
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線

3
4
3
5
へ

市
民

ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

参
加
者
募
集

木所沢中村家文書

大ホール・中ホールの愛称とロゴマークに投票を
　愛称とロゴマークにたくさんの応募をいただきありがとうございます。
　応募の中から文化会館運営協議会でそれぞれ候補として選定しました。こ
の中から市民の皆さんの投票により最も得票数の多いものが愛称・ロゴマー
クに決定します。
　皆さんに広く親しまれ、多くの方に利用していただけるよう、この施設に
ふさわしいと思われるものを選んで投票をお願いします。
投票期間　9月30日㈫まで
投票資格　市内在住、在勤、在学者（各候補につき1人1回限り）
投票方法　文化会館や市役所、保健福祉センター、各センター（福祉センター
を除く）または市ホームページにある投票用紙に必要事項を記入の上、投票
用紙が置いてある施設にある投票箱に投かん、または郵送（必着）、ファクス、
Eメールで、〒270―1422　白井市復1148―8　白井市文化会館「愛称・ロゴマー
ク投票」係・N（492）8041・{ ailogo_kaikan@city.shiroi.chiba.jpへ
■問　文化会館　☎（492）1121

大ホール愛称候補
1 なし坊ホール（なしぼうホール）
2 豊ホール（ゆたかホール）
3 ゆたかホール（ゆたかホール）
4 輝きホール（かがやきホール）
5 梨の里ホール（なしのさとホール）

中ホール愛称候補
1 かおりホール（かおりホール）
2 幸ホール（さいわいホール）
3 さいわいホール（さいわいホール）
4 彩りホール（いろどりホール）

ロゴマーク
候補

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

※実際はカラーになりますので、
ホームページなどで確認をして
ください。

① ② ③

④ ⑤

木き
と
こ
ろ
ざ
わ

所
沢
中
村
家
文も

ん
じ
ょ書

　
中
村
家
は
木
地
区
、
そ
の
中
で

も
「
所
沢
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
に

あ
り
ま
す
。

　
所
沢
と
は
、
江
戸
時
代
に
存
在

し
た
所
沢
村
の
名
残
を
伝
え
る
名

称
で
、
明
治
7
年
（
1
8
7
4
）

に
野
口
村
と
合
併
し
て
誕
生
し
た

木
村
を
経
て
、
現
在
の
木
地
区
を

構
成
し
て
い
ま
す
。

　
中
村
家
文
書
は
、
所
沢
村
の
名

主
や
組
頭
を
勤
め
た
中
村
家
に
伝

わ
る
史
料
で
す
。
昭
和
49
年
（
1

9
7
4
）
に
総
武
近
世
史
研
究
会

が
調
査
と
整
理
を
行
い
、
同
年
に

『
下
総
国
印
旛
郡
所
沢
村
中
村
婦ふ

美み

家
文
書
目
録
』
を
刊
行
し
ま
し

た
。

　
ま
た
町
史
編
さ
ん
事
業
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、『
白
井
町
史 

史
料

集
Ⅰ
』
に
65
点
の
文
書
が
史
料
解

説
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
未
整
理
の
文
書
60
点
が

新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
教
育
委
員
会
が
文
書
の
再
整
理

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
江

戸
幕
府
開
設
の
前
年
に
あ
た
る
慶

長
7
年
（
1
6
0
2
）
か
ら
昭
和

27
年
（
1
9
5
2
）
ま
で
の
総
数

が
4
4
1
点
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
中
村
家
で
は
元
禄
14

年
（
1
7
0
1
）
か
ら
安
永
年
間

頃
（
1
7
8
0
）
ま
で
名
主
を
、

文
化
（
1
8
0
4
）
か
ら
弘
化
年

間
（
1
8
4
7
）
に
は
組
頭
を
勤

め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
成
果
で
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
こ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
「
下
総
国
印
西
外そ

と
ご
う郷
白し

ろ

井い

郷ご
う

之の

内う
ち

沢ざ
わ

村む
ら

水み
ず

帳ち
ょ
う」
で
す
。
文
書
群

の
中
で
は
最
も
古
い
慶
長
7
年

（
1
6
0
2
）
と
い
う
年
号
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
7
年
銘
の

史
料
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ

て
い
る
市
内
に
残
る
古
文
書
の
中

で
は
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
す
。

　「
印
西
外
郷
」
や
「
白
井
郷
」

と
い
っ
た
表
記
は
江
戸
時
代
以
前

の
地
域
名
で
あ
り
、
中
世
の
白
井

郷
の
存
在
を
伝
え
る
数
少
な
い
貴

重
な
史
料
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た「
年
貢
皆か

い
さ
い済
目
録
」や「
領

主
仰お

お
せ
わ
た
し
じ
ょ
う

渡
状
」
な
ど
、
江
戸
時
代
の

所
沢
村
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
を

は
じ
め
、
地
券
や
地
図
類
と
い
っ

た
明
治
時
代
の
白
井
地
域
の
状
況

を
伝
え
る
史
料
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
中
村
家
文
書
は
、
こ
う
し
た
特

徴
を
持
つ
貴
重
な
文
書
群
で
あ
り
、

市
域
の
歴
史
上
価
値
の
高
い
も
の

と
判
断
さ
れ
、
平
成
26
年
9
月
2

日
付
け
で
白
井
市
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
27
日
、
10
月
25
日
、
11

月
22
日
（
各
土
曜
日
）　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

桜  

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ア

リ
ス
の
お
茶
会
」

　「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」が
作
っ

た
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
で
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
26
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

※
飲
み
物
は
50
円
、
ケ
ー
キ
は

2
0
0
円
か
ら
で
す
（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
）。

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
親
子
で
「
秋
の
と
ん
ぼ
」
を
楽
し

く
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
29
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  
0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
プ
や
シ
ー
ル
で

遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
10
月
6
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
10
月
2
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  働働働働きききづづらさに悩む若い女性性のののたたためめめめめめ
のののパパソソコン講座＆仕事準備備講講座座座座

　心や体をほぐすコミュニケーショ
ンと、仕事で生かせるワードやエク
セルなどの基本を学びながら、働く
ことへの不安を和らげる講座です。
　講座終了後、自助グループ活動や
社会貢献活動に参加することができ
ます。
日程・内容　下表のとおり（全10回）
時間　仕事準備講座　午前11時～午
後0時30分、パソコン講座　午後1時30分～ 3時30分
対象者　15歳～ 35歳の独身女性で人とのコミュニケーション
が苦手な人や働くことに悩んでいる人、高校を中退してしまっ
た人など　10人（応募者多数の場合は選考基準により選考）
■申　10月1日㈬までに電話か直接福祉センターへ

子

育

て

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

　10月18日㈯・19日㈰に開催される「し
ろいふるさとまつり」の会場で販売す
る物品と、準備から開催当日までサポー
トするボランティアを募集します。
　バザーの売り上げは、福祉の充実の
ために活用されます。
①物品引き取り・電話申込期間　9月19
日㈮～ 10月2日㈭
※家電製品や家具など、品物によっては受け付けできない物もあり
ます。
②物品引き取り・直接持ち込み期間　10月6日㈪～9日㈭（予備日10日㈮）
③ボランティア活動日程・内容　10月6日㈪～ 9日㈭・物品の引き取り、
10月14日㈫～ 17日㈮・物品の仕分けと値付け作業、10月18日㈯～
19日㈰・商品の陳列と販売
■申　10月2日㈭までに電話か直接社会福祉協議会へ

日程表
日程 仕事準備講座 パソコン講座

10月16日㈭ 他己紹介（他人から見た自分の発見） ワードの基本

10月17日㈮ からだほぐしココロほぐし ワード文書の保存・編集

10月23日㈭ アートで発見する自分 ワードビジネス文書

10月24日㈮ アロマでココロも身体もリフレッシュ ワードで表・図を編集

10月30日㈭ 自分に自信がつく女性のためのビジネスマナー メール・インターネット

10月31日㈮ 履歴書の書き方 エクセルの基本

11月6日㈭ 働く前に知っておきたいこと エクセルの表作成

11月7日㈮ 私の短所を長所に エクセルの関数

11月13日㈭ 自分を好きになるメイク講座 エクセルの表計算

11月14日㈮ 自助グループ「パステル」から応援メッセージ＋今後についてデーターベースの活用

自立への自立自立へ立への立への自立への自立への自立への自立への自立へ立立へ 第一歩を第第一歩第一歩を第 歩を第 歩を第 歩を第 歩を応援しま応援しましま応援しましま応援しま援しまま応援しま応援しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自立立立立立立立へ立へ立立へ立立へ立立へ立へ立立立立立へ立へ立へ立へへへへへへののののののののののののの第一第第第第第第第第第第一一一一歩歩歩一歩歩歩歩歩歩歩歩ををををををををををををを応援応応応応応応応応応 すす応援応援応援応援応援応援応援応援応援援援ししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

公  

効
果
抜
群
！
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
！

　
健
康
で
美
し
く
歩
く
た
め
の
コ
ツ

を
教
え
ま
す
。

　
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
と
健
康
維
持
に

役
立
て
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
3
日
㈮
　
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

対
象
　
一
般
　
25
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ト
レ
ー
ナ
ー

駒
崎
優
さ
ん
　

持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
）

申
　
10
月
1
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
自
由
参
加
）

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
み
ん
な
で
一
緒
に
「
お
こ
わ
」
を

作
っ
て
食
べ
よ
う
。

日
時
　
10
月
4
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
30
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
開
放

　
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時
　
10
月
4
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

4
時

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
履
き

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

白  
お
料
理
ク
ラ
ブ

　
ピ
ザ
生
地
か
ら
作
る
「
フ
ラ
イ
パ

ン
ピ
ザ
」
と
「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」

を
作
ろ
う
。

日
時

　
10
月
5
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
上
履
き
、
水
筒

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
17
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ

社  「チャリティーバザー」
の物品とボランティア募集

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

みんなでおいし～いピザを作ろう！

昨年のバザーの様子

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
市
で
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不

安
が
あ
っ
て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象

に
し
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
10
月
8
日
㈬
・
22
日
㈬

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

10
月
1
日
か
ら
社
会
教
育

関
係
団
体
の
認
定
申
請
受

け
付
け
を
行
い
ま
す

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
学
習
・
家
庭
教
育
を
支
援

し
て
い
く
活
動
、
青
少
年
を
対
象
と

し
た
支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社
会

教
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、
新

た
に
認
定
を
希
望
す
る
団
体
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
減
免
さ
れ

ま
す
（
た
だ
し
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
は
除
く
）。

　
主
に
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
を
活

動
場
所
と
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
改
修
工
事
の
た
め
受
け
付
け
が

で
き
な
い
の
で
、
他
の
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
平
成
26
年
度
分
の
認
定
を
受

け
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
回

申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
期
間

　
平
成
26
年
12
月
1
日
か

ら
平
成
27
年
5
月
31
日
（
半
年
間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る※
そ
の
ほ
か
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
会
計

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役
員
・

会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
等
活
動
の
内

容
が
分
か
る
書
類
、減
免
申
請
書（
各

書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
1
日

㈬
か
ら
25
日
㈯
ま
で
に
直
接
主
に
活

動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

お気軽に相談を
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
新
体
操
「
C
L
U
B 

A
F
L
O 

R
G 

白
井
」
会
員
募
集

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
新
体

操
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
年
に
1
度

の
発
表
会
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
シ
ョ
ー
な
ど
に
も
出
演
し
ま
す
。

日
時

　
毎
週
金
曜
日

　
午
後
5
時
〜

6
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー
ほ
か

高

齢

者

募
集
・
伝
言
板

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

帽
子
作
り
講
習

　「
あ
じ
ろ
編
み
」
の
か
わ
い
い
帽

子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・

23
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
6
号
の
輪
針
、
5
号
の
か

ぎ
針
、
毛
糸
合
太
3
玉

申
　
9
月
24
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

大
人
の
塗
り
絵
講
座

　
色
鉛
筆
の
使
い
方
や
塗
り
方
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。
24
色
を

使
っ
て
独
自
の
色
を
作
成
す
る
な
ど

色
彩
豊
か
な
絵
を
描
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
11
日
・
18
日
、
11
月
8

日
・
15
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
用
紙
代
）

申
　
9
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作

り
講
習

　
毎
年
好
評
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作

り
講
習
で
す
。
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を

作
っ
て
、
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
14
日
㈫
　
正
午
〜
午
後

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
17

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
1
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
白
井
写
友
会
「
秋
季
写
真
展
」

　
今
年
、
本
会
は
発
足
10
年
の
節
目

に
当
た
り
ま
す
。
記
念
す
べ
き
今
回

の
写
真
展
で
は
四
季
折
々
の
色
彩
豊

か
な
季
節
の
中
で
、
降
り
注
ぐ
光
と

影
の
織
り
な
す
多
彩
な
情
景
を
会
員

20
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
切
り

取
り
、
丹
精
込
め
て
制
作
し
た
作
品

を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
9
月
26
日
㈮
〜
10
月

8
日
㈬
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
時
間
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
で
す
。
展
示
終
了
後

は
、
白
井
駅
と
西
白
井
駅
の
コ
ン
コ

ー
ス
で
巡
回
展
示
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
開
設
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

航
空
機
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）

※
当
日
は
、
新
鎌
ケ
谷
駅
前
交
番
横

か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

　西白井複合センターは大規模修繕工事のた
め、9～ 10月は全館休館となります。
　タイトルの上にある駅などは、次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

西白井複合センターは大規模修繕工事の
ため、9～ 10月は全館休館となります。

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

　「
み
ん
な
で
支
え
る
高
次
脳
機
能

障
害
〜
家
族
支
援
を
考
え
る
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
悩

み
や
問
題
点
、
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

日
時
　
28
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
松
戸
市
健
康
福
祉
会

館
「
ふ
れ
あ
い
22
」　
対
象
　
高
次

脳
機
能
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
市
民

（
申
込
不
要
）　
講
師
　
旭
神
経
内

科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
　
平

山
淳
一
先
生
ほ
か
　
参
加
費
　
無
料

問
　
東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障

害
者
と
家
族
の
会
」　
綿
貫
☎
0
4

（
7
1
7
4
）
3
9
9
8

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
相
続
や
土
地
、
決
算
な
ど
に
つ
い

て
無
料
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
10
月
2
日
㈭
　
午
前
9
時
〜

正
午
　
場
所
　
白
井
市
役
所
2
階
相

談
室

問
　
岩
﨑
☎
0
9
0
（
4
6
2
6
）

5
4
7
9

◆
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と
の
手
話

学
習
会
＆
ミ
ニ
懇
談
会

　
要
約
筆
記
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
誰

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
10
月
4
日
㈯
　
佐

倉
市
中
央
公
民
館

　
②
10
月
19
日
㈰

印
西
市
立
中
央
駅
前
地
域
交
流
館

時
間

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

参
加
費
　
無
料

※
初
参
加
の
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
代

1
、
0
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所

☎
0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1
、

0
4
3
（
4
6
1
）
6
5
3
3

◆
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
相
続
や
価
格
、
借
地
な

ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
5
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

　
場
所

　
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

柏
2
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
（
柏
市
）

問
　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
☎
0
4
3
（
2
2
2
）

5
7
9
5

◆
鎌
ケ
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管

弦
楽
団
・
創
立
25
周
年
記
念
定
期
演

奏
会

　
シ
ベ
リ
ウ
ス
「
交
響
曲
第
2
番
」、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
歌

劇
『
劇
場
支
配
人
』
序
曲
」
な
ど
の

名
曲
を
届
け
ま
す
。

日
時
　
10
月
5
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場

所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
対
象

白
井
市
お
よ
び
近
隣
住
民
　
8
0
0

人
　
入
場
料
　
無
料

問
　
加
藤
☎
0
8
0
（
5
4
5
5
）

4
8
2
2

◆
手
賀
の
丘
で
太
陽
を
観
察
し
よ
う

　
大
型
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
太
陽
を

観
察
し
、
太
陽
系
に
ま
つ
わ
る
話
を

通
し
て
宇
宙
と
自
然
に
親
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
10
月
26
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

正
午
　
対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し

込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
9
月
26
日
㈮
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

①「
食
の
安
全
と
安
心
②（
安
心
編
）」

　
よ
り
安
全
な
食
品
を
購
入
し
、
消

費
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

制
度
や
仕
組
み
、
科
学
的
知
識
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈮
か
ら
平
成
27
年

2
月
3
日
㈫
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

午
後
4
時
10
分
〜
5
時
40
分

※
最
終
日
は
2
月
3
日
㈫
に
行
い
ま

す
。

②
「
応
用
生
命
化
学
科

　
食
の
科
学

へ
の
招
待
」

　「
メ
タ
ボ
を
防
ぐ
食
生
活
」
な
ど

食
と
健
康
の
科
学
に
つ
い
て
、
基
礎

か
ら
最
新
の
研
究
内
容
ま
で
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
18
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

【
共
通
】

場
所
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
合
同
講

義
室
（
松
戸
市
）　
対
象
　
一
般
　

各
50
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

無
料

申
・
問

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

〒
2
7
1
―
8
5
1
0

　
松
戸
市
松

戸
6
4
8

　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
学

務
係
☎
0
4
7
（
3
0
8
）
8
7
1

2
・

0
4
7
（
3
0
8
）
8
7
2

0
・

 za
g
8
7
1
2
@
o
ffic
e
.

ch
iba-u

.jp

へ

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
講
習
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
個
別

面
接
相
談
ま
た
は
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
修
了
者
は
、
受
講
後
に
開
催

す
る
合
同
面
接
会
も
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

講
習
番
号

　
13
　
日
時

　
11
月
18
日

㈫
か
ら
21
日
㈮
ま
で
の
う
ち
の
4
日

イ

ベ

ン

ト

対
象

　
小
・
中
学
生
の
女
児

　
講
師

新
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
稲
瀬

明
子
さ
ん
　
月
会
費
　
5
、
0
0
0
円

問
　
林
☎
0
5
0
（
7
5
0
6
）
1

1
9
1

◆
「
ゆ
う
ゆ
う
白
井
」
会
員
募
集

　
会
員
47
人
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
市
内
・
近
郊
の
名

所
旧
跡
を
の
ん
び
り
歩
い
た
り
、
会

員
同
士
で
教
え
学
び
合
い
な
が
ら
、

パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
の
人
も
十
分
楽
し
め
る
会

で
す
。

日
時
・
場
所

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
毎

月
第
3
水
曜
日
の
午
後

　
市
内
・
近

郊
ほ
か

　
パ
ソ
コ
ン

　
毎
月
第
1
金
、

第
3
月
、
最
終
日
曜
日
（
月
3
回
）

午
後
1
時
30
分
〜

　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
ほ
か

　
年
会
費

　
1
、0
0
0

円
　
参
加
費

　
1
回
1
0
0
円

問
　
小
宮
山
☎
（
4
9
2
）
1
3
8
6

◆
「
詩
吟
白
桜
会
」
会
員
募
集

　
誰
も
が
楽
し
め
る
「
詩
吟
」
で
す
。

初
心
者
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。
見
学

も
ど
う
ぞ
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
・
4
水
曜
日

（
月
3
回
）　
午
後
2
時
〜
4
時
　

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
ほ
か

講
師
　
岳
風
会
　
後
藤
國こ

く
が
く岳
先
生

月
会
費

　
2
、
0
0
0
円

問
　
池
田
☎
（
4
9
2
）
4
7
2
8

◆
大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
の

補
助
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
資
格
要
件
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳

細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

勤
務
時
間
　
通
常
・
午
後
1
時
〜
7

時
、
休
校
日
・
午
前
8
時
〜
午
後
7

時
（
週
3
日
の
シ
フ
ト
制
・
時
間
は

応
相
談
）　
勤
務
場
所
　
大
山
口
あ

お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
（
大
山
口
小
学

校
敷
地
内
）　
時
給

　
8
5
0
円
以

上
（
別
途
交
通
費
支
給
）

問
　
大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所

☎
（
4
9
1
）
2
3
6
4
（
平
日
の

正
午
〜
午
後
7
時
）

おしゃれなニット帽

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
市
川
市
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
定
員
　
15
人

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
養
成
講
習

講
習
番
号
　
29
　
日
時
　
11
月
6
日

㈭
か
ら
20
日
㈭
ま
で
の
う
ち
の
9
日

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
場
所

市
川
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員

30
人

③
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
清
掃
技
能
講
習

講
習
番
号
　
37
　
日
時
　
10
月
28
日

㈫
か
ら
11
月
5
日
㈬
ま
で
の
う
ち
の

6
日
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
　

場
所
　
白
井
市
高
齢
者
就
労
指
導
セ

ン
タ
ー
　
定
員
　
13
人

④
技
能
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

講
習
番
号
　
45
　
日
時
　
11
月
4
日

㈫
か
ら
12
日
㈬
ま
で
の
う
ち
の
7
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
I
S
A
津
田
沼
校
（
船

橋
市
）　
定
員
　
20
人

⑤
技
能
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

講
習
番
号
　
47
　
日
時
　
11
月
14
日

㈮
か
ら
25
日
㈫
ま
で
の
う
ち
の
7
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
（
松
戸
市
）　
定
員
　
20
人

申
・
問

　
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
10
月
10
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
6
0

―
0
0
1
3

　
千
葉
市
中
央
区
中
央

3
―
9
―
16
　
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
1
2
・

0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
9
7
へ
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.9.15 8み ん な の ひ ろ ば

まちの話題その後　7月15日号「まちの話題」で紹介した、NPBガールズトーナメント
2014に出場した芳樹里亜さん所属チーム「千葉なのはなガールズ」は大健闘の結果、愛
知県代表チームと同率の3位でした。
　また、中学野球選手権大会に初出場した「白井中央ボーイズ」は惜しくも初戦敗退と
なりました。共に来期の活躍に期待します。お疲れ様でした。

　8月23日・24日の2日間、市青少年相談員連絡協議
会が主催する「お寺で修行体験　二日坊主よっ寺っ
しゃい」が市内のお寺の協力により開催され、小学
4年生から中学生の18人が参加しました。
　早朝の座禅や境内の掃除、写経などを体験し、子
どもたちからは「座禅がつらかった」との声に対し、
青少年相談員の眞

しみず

水会長から「座禅や写経などいろ
いろ体験をした中で、うまくできなかった事もあっ
たと思いますが、2日間の静かな時間を過ごした事
を家でも思い出してほしい」とのアドバイスがあり
ました。また、住職からは「友達同士班が分かれても、

グループの『和』を保つことができていました。周りの人に感謝の気持ちを大切に」との
感想を述べられました。参加した子どもたちには夏休みの貴重な体験となりました。

設
定
や
、
放
射
能
に
関
す
る
知
見

を
持
つ
先
生
の
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
射
能
に
よ
る
汚
染
は
広

域
の
た
め
、
当
会
で
は
市
外
で
取

り
組
む
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
6
月
に
議
員
立
法
で

制
定
さ
れ
た
「
原
発
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
」
で
は
、
子
ど
も

が
放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

を
受
け
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
と
き
に
一
定
基
準
以
上

の
放
射
線
量
の
地
域
に
住
ん
で
い

た
場
合
は
、
健
康
診
断
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
国
が

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

子
ど
も
の
将
来
の
健

康
を
願
っ
て 

　「
白
井
子
ど
も
の
放
射
線
問
題

を
考
え
る
会
」
は
、
平
成
23
年
の

夏
に
放
射
能
の
影
響
を
懸
念
す
る

子
育
て
中
の
親
が
中
心
に
な
っ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
県
北
西
部
は
、
同
年
3
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

時
の
原
発
事
故
直
後
の
15
日
と
21

日
に
放
射
性
プ
ル
ー
ム
（
放
射
性

雲
）
が
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、

県
内
の
他
の
地
域
と
比
べ
、
高
濃

度
の
汚
染
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　「
放
射
能
が
私
た
ち
に
与
え
る

影
響
は
？
大
丈
夫
な
の
？
」「
安

心
し
て
子
ど
も
を
外
で
遊
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
し

た
い
」「
5
年
後
10
年
後
も
そ
の

先
も
、
家
族
み
ん
な
で
健
康
で
あ

り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
市

内
で
は
小
さ
い
子
ど
も
を
育
て
る

保
護
者
同
志
の
情
報
交
換
の
場
の

め
に
「
関
東
子
ど
も
健
康
調
査
支

援
基
金
」（

h
ttp://w

w
w
.

k
an
tok
od
om
o.in
fo/

）
が

立
ち
上
が
り
、
関
東
圏
の
子
ど
も

の
「
現
在
の
健
康
状
態
」
を
知
り
、

将
来
に
備
え
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
医
の
力

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
会
を

含
む
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
で

活
動
す
る
40
の
市
民
団
体
で
「
放

射
能
か
ら
こ
ど
も
を
守
ろ
う
関
東

ネ
ッ
ト
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
成
し
、
連
携
し
て
、
国
に
対

し
福
島
県
以
外
の
地
域
に
お
い
て

も
こ
の
支
援
法
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
親
た
ち
の
切

実
な
思
い
を
く
ん
で
、
昨
年
10
月

に
白
井
市
を
含
む
千
葉
県
北
西
部

9
市
の
市
長
も
連
名
で
国
に
対
し

「
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
基

本
方
針
（
案
）
に
係
る
緊
急
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
秋
に
は
、
関
東
圏
の
子
ど
も

の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
を
行
う
た

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
㉒

白
井
子
ど
も
の

放
射
線
問
題
を
考
え
る
会

放射線量を測定している様子

　8月21日、伊澤市長と秋本享
みちゆき

志市梨業組合長
が、東京都品川区のタイ王国大使館に表敬訪問
をしました。
　市の特産である「梨」は、２年前からタイ王
国へ輸出されており、とても好評とのことです。
8月5日には千葉県の事業として、タイ王国のバ
イヤー 3人が市に産地視察に訪れ、商談会が行
われるなど、同国とは梨の輸出をきっかけに交
流を深めています。また、24日㈬から30日㈫ま

で首都バンコクで県が実施する「千葉フェア」にも「しろいの梨」が出品されます。
　この日は、早速届けた梨を手にしたタナティップ・ウパティシン大使から「しろい
の梨が有名な理由は何ですか」との質問に対し、伊澤市長から「美味しい梨を作るた
めに、梨農家がとても研究熱心で、1年中丹精を込めて梨づくりに励んでいるからです」
と答えていました。「しろいの梨」がタイ王国と市の架け橋となり、今後も交流が盛ん
になる事を期待します。

タイ王国大使館に梨を届けてきました

大使（左側）に「しろいの梨幸水」をプレゼント
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市の梨をＰＲ

福島県伊達市の「だてな復魂祭2014」に梨試食で参加

伊達市の人たちにも好評だった梨の試食

　8月24日、市は「しろいの梨」をＰＲするため、
昨年7月に「大規模災害時相互応援協定」を締結し
た福島県伊達市で開催された「だてな復魂祭2014」
の物産展に参加しました。福島県は、千葉、茨城
県に次ぐ全国でも第3位の梨の生産高を誇っていま
すが、9月にならないと福島産の梨幸水が伊達市に
出回らない事もあり、しろいの梨幸水は初物との
事でした。試食に訪れた人からは「甘くてとても
おいしい」と大変好評でした。

　8月の築地市場に引き続き、9月6日に大田市場でも市梨業組合による「梨の
試食会」を行い、市場関係者に「白井の梨」をＰＲしてきました。


